
２０１８年３月２３日 

西宮市長選挙立候補者 殿 

 

 

「ストップ・ザ・アスベスト西宮」 代表 上田進久 

 

 

この度の市長選への立候補表明につきまして高い志で出馬されることに敬意を表します。 

 

私達は、経済性のみが優先され、人の命と健康がないがしろにされる社会を望むもので

はありません。自然環境に恵まれた健全な市民社会で幸せな暮らしを営み、そして何より

も「子供たちの未来のために」より良い社会を築いていく義務を負っています。 

第四次西宮市総合計画中間改訂による街づくりでは「文教住宅都市を基調とする個性的

な都市の建設という基本目標を継承し、産業の活性化や文化性、快適性のさらなる向上を

目指すと共に、災害復興計画を引き継ぎ、安全、安心、そして希望に満ちた西宮市を実現

する」としています。 

そこでお尋ねいたします。 

貴氏が市長職を目指すにあたり、以下の事について、どのような見解をお持ちかお答え下

さい。ご回答は「賛成」「反対」「その他」をお選びください。「理由」は４０字以内でご記

入ください。 

ご多忙の中恐縮ですが、３月３１日までに上記アドレスにメール又は FAXでご回答お願

いいたします。なお、本質問は、候補者の皆様にお送りしており、ご回答は本会のホーム

ページ上で公開させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



質  問 

 

Ⅰ. アスベスト対策に関して 

 

アスベストは発ガン性物質ですが、かつて国が奨励したため建物に大量使用され、現在

それが解体などによるアスベスト飛散の原因となっています。また、アスベストによる健

康被害は、曝露に気付かず、長い潜伏期の後に発症するため早期発見が難しく、重篤な病

であることが問題です。従って、病気を予防するには飛散させないための防止措置を厳守

することが重要となります。 

 

１）残存するアスベスト使用状況の把握について 

 

昨年 9 月改正の「災害時防災マニュアル」によれば、平常時に調査し、災害時に混乱す

ることなく安全に除去するために「アスベスト台帳」の作成が急務とされています。 

 

２）リスクコミュニケーションの実現について 

 

昨年 4 月に環境省から、解体によるアスベスト飛散予防目的として「リスクコミュニケ

ーション ガイドライン」が公表されました。西宮市では、監督指導が十分とは言えず、健

康被害が危惧されています。このガイドラインに則って、住民、行政、業者が協力して飛

散予防に取り組む事が不可欠です。 

 

３）アスベスト対策協議会の設置や新たな条例制定について 

 

アスベスト問題は、健康被害から開発事業まで多岐にわたっており、総合的に検討する

必要があります。堺市では「アスベスト対策推進本部」を設けて積極的に取り組んでいま

す。西宮市においても、この様な組織の新設やアスベスト対策に係る条例制定が求められ

ます。 

 

４）阪神淡路大震災後のアスベスト健康被害の調査と検査実施について 

 

阪神淡路大震災から２３年が経ち、被災地でがれき処理などの作業員が後に中皮腫にな

り、数名が亡くなっています。震災直後の被災地では、作業員の他に住民やボランティア

も曝露を受けました。この様な、ハイリスク群に対しての注意喚起や検査の実施が求めら

れています。 



 

 

Ⅱ. 安心、安全な街づくりに関して 

 

１）無電柱化システムを積極的に導入することについて 

 

狭い地域生活道路の歩道拡幅や新たな道路用地確保が困難な現状の打開策として「無電

柱化」が有効とされています。また、災害時の電柱倒壊による二次被害を防ぎ、緊急車両

通路の確保が容易になることや、情報通信システムを地中埋設することにより、緊急時ネ

ットワークが保たれ、災害に強い防災地区となります。 

 

２）宅地造成の安全基準について 

 

 宅地造成の擁壁の安全性に関して兵庫県の基準では危険とされているものが、西宮市

では認可されている。当然住民としては、より厳格で安全なものを求めるものであり、開

発許可基準や国の宅地防災マニュアルの基準を守り、より安全な造成計画になるよう兵庫

県と連動し、診査・指導を強化することを切望する。 

 

 

Ⅲ. 西宮市のアスベスト安全対策は決して十分とは言えず、住民は健康を危惧しています。

貴氏が市長になられた場合、今後どのようなアスベスト対策を実施されるお考えなのか具

体的にお答えください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



回  答 

 

回答者のお名前：             

 

Ⅰ  １）残存するアスベスト使用状況の把握について 

賛成  反対  その他 

理由： 

 

２）リスクコミュニケ―ションの実践について 

賛成  反対  その他 

理由： 

 

３）アスベスト対策協議会の設置や新たな条例制定について 

賛成  反対  その他 

理由： 

 

４）阪神淡路大震災のアスベスト健康被害の調査と検査実施について 

賛成  反対  その他 

理由： 

 

Ⅱ １）無電柱化システムを積極的に導入することについて 

賛成  反対  その他 

理由： 

 

  ２）宅地造成の安全基準について 

  賛成  反対  その他 

  理由： 

 

Ⅲ 西宮市におけるアスベスト安全対策について具体的にお聞かせください。 

 

 

 

 

 

以上です。ご協力ありがとうございました. 


